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今金町教育目標
。 自勺全学U、知性と情操を高める人に

。 自問を置L 文化を高め、住みよいふるさとをきず〈人に

。 自勺をみつめ、思いやりの気持ちを育て、豊かな心をもっ人に

。 勤労を置んじ、 Eいに励ま Lあい、家庭や社会のきずなを深める人に

。 生命の毒事さを知リ、健康でた〈まし〈生きる人に

。 平和を量L、環境をまもり、広〈国際感覚を身につける人に

一平成7年1月23日制定一
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平成9年は今金町100年です
~利別村から100年・今金町として50年目~

今
金
町
の
自
治
制
地
行
百
年
正

ぴ
に
町
制
施
行
印
年
を
平
成
9
年

に
迎
え
る
に
あ
た
り
、
問
に
関
誌

百
周
年
記
念
卒
業
推
進
室
を
新
設

し
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、

叩
月
刊
日
に
第
1
回
自
の
今
金
町

1
0

0
年
記
念
事
業
推
進
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
本
格
的
に
記
念
卒

業
的
企
画
、
計
画
な
ど
が
検
討
さ

れ
ま
し
た
。

行
政
上
は

9

7
年
)
瀬
棚
村
よ
り
利
別
村
が

分
村
し
戸
長
役
場
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
か
ら
自
治
体
と
し
て
行
政
機

能
が
事
実
上
働
い
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
の
年
を
も
っ
て
従
来
か
ら

今
金
関
町
元
年
と
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
包
年
叩
月

(
1
9

4
7
年
)
利
別
村
か
ら
今
金
町
に

改
祢
し
、
町
制
地
行
日
年
内
節
目

が
平
成
9
年

(
1
9
9
7
年
)
に

あ
た
り
ま
す
。

明
治
初
年

(
1
8

...10/16曹1回目的今金町1001手記意事量推進要員会が開憧されま Lt.:o 

• • 
『
美
香
』
を
誘
致

日
月
1
日
か
ら
操
業
開
始

(
こ
と
ぶ
き
玩
具
撤
退
)

縫
製
メ
ー
カ
ー
欄

町
が
工
場
誘
致
し
た
側

「
こ
と

ぷ
き
玩
日
ご
が
長
引
く
景
気
低
迷

の
影
町
即
日
を
強
く
受
け
、
業
績
が
急

激
に
悪
化
し
た
た
め
、
9
月
お
日

を
も
っ
て
、
工
場
を
廃
止
し
、
完

全
に
撤
湛
し
ま
し
た
。

1畠

ご
」
と
ぷ
き
玩
具
し
の
撤
退
は

従
業
員
の
雇
用
の
場
内
雄
保
と
い

う
大
変
な
問
題
と
な
り
、
新
た
な

工
場
進
出
を
す
す
め
て
き
ま
し
た

が、

「
こ
と
ぷ
き
玩
H
一ご
の
下
消
縫

製
部
門
的
発
注
元
で
あ
る
京
都
市

町
側
寸
英
芥
」
の
進
出
が
決
ま
り
、

地
元
保
用
約
別
名
で
日
月
1
日
か

ら
保
業
開
始
と
主
り
ま
す
。

問
は
、
こ
と
よ
さ
玩
具
が
使

っ

て
い
た
工
場

(
川
力
少
年
会
航
)

を
5
年
間
無
似

η与
、
工
場
誘
欽

等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
固
定

資
産
税
相
当
額
を
奨
励
金
と
し
て

交
付

(
3
カ
年
)
し
、
奨
励
措
置

を
行
い
ま
す
。

側

「J
火
芥
」
は
設
立
以
来
、
女

性
下
活
メ
ー
カ
ー
、
ワ
コ
ル
め

協
力
工
場
と
し
て
維
製
を
て
が
け
、

現
在
、
資
本
金
l
千
万
円
、
従
業

円
以
お
名
で

6
年
度
年
尚
約
3
応

7

千
万
問
的
京
剛
州
市
西
京
区
に
本
社

が
拍
る
会
初
で
す
。

00年記念事業今金町 1

一自治制施行100年・町制施行50年記念事業ー
今金町交流促進センター

愛称『あったからんど』に決定

記
念
事
業
は
、
行
政
上
の
節
目

卒
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
メ

イ

ン

ネ

l
ム
を
「
今

金
町
1
0
0
年
記
念
卒
業
」
、
サ

ブ
ネ
ー
ム
を
「
自
治
制
施
行
1

0
0
年

・
町
制
施
行
印
年
記
念
事

業」

と
し
て
事
務

・
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
3
年
2
月
に
改
正
「
今
金

町
史
」
上
巻
号

(古
代
先
史

i
昭

和
辺
年
)
が
完
成
し
、
平
成

6
年

3
月
に
は
下
巻
号
(
昭
和
お
年
1

昭
和
臼
年
)
が
完
成
し
ま
し
た
。

町
ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹

介
、
細
か
い

年
表
に
相
当
の
紙
数

を
制
く
な
ど
ペ
ー
ジ
数
、
内
谷
と

も
に
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
金
町
内
歴
史
を
知
る
う
え
で

の
立
重
な
資
料
と
し
て
、
多
く
の

方
に
こ
購
読
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今 1
金、
旧T日li
{王布
民{日li
の絡記
方

1
冊
6
千
円

• • 
ロ
月
中
旬
の
オ
ー
プ
ン
に
'
川
け
、

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
今
金

川
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

(
出
水
施

設
)
の
愛
林
を
募
集
し
、

ω月日山

日
に
選
巧
委
只
会
が
聞
か
れ
、
愛

称
が
最
優
秀
れ
の

「あ
っ
た
か
ら

ん
と
し
に
決
ま
り
ま
し
た
。

町
内
外
の
方
に
広
く
親
し
ん
で

も
匂
お
う
と
愛
林
捗
集
を
し
、
応

非
数
間
山
内
の
中
か
ら
最
優
秀
作
以
1

名
、
優
秀

nl名
、
佳
作
2
名
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

受
日
者
は
次
の
と
お
り
で
す

(敬
称
略
)

戸』?"
 

。
枇
俊
秀
作
H

佐
々
木
直
也
君

(今
金
小

3
年
)

必
庭
伽
押
さ
ん

。
優
秀
賞

議一
買い
附句

明
ぐ
る
ぞ
む
宏
一
切
一
γ何

M
M糊
彩

、ャヘ何事
J
FOTJV
』
rゃ
ん
抑

vL

仮
設

dllり
争
ザレ
ω持
ー

設
怖
が
向ぞ
い弘
治
初
紋
僚
級
制
払
い
川
許

制

「美
作
」
の
三
山
村
投
雄
会
長
の
立
向
に
よ
リ、

阪
聞
民
文
相
長
が

9
月
お
目
、
町
役
場
を
訪
れ
、
J
)

れ
か
ら
お
世
ぷ
に
な
る
町
の
役
に
立
て
て
く
だ
さ
い
u

と
2
5
0
万
問
を
村
本
川
氏
に
手
抜
し
ま
し
た
。

多
傾
向
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
広
報
用
看
板
の
設
置
、

記
念
事
撲
の
ア
イ
デ
ア
募
集
な
ど

広
く
町
民
の
参
加
を
待
て
行
い
、

ま
た
、
町
外
に
向
け
て
も
周
知
を

行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
町
民
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方

1
情

1
万
円

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
り
扱
い

は
、
企
画
制
強
制
叫
附
史
編
さ
ん

係
ま
で

(
8
2

0

1

1

1
)

{圭

イド

(
今
金
小
4
年
)

河
野
愛
子
さ
ん

淳
子
さ
ん

中
島
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12月中旬のオープンをめざす今金町支涜促進センター寄付金を手置す阪田社長
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平成 7年度

すこやか子育てセミナー開催

いじめ問題を考える

今
金
幼
稚
園
の
か
わ
い
い
運
動
会
が
附
天
に
芯
ま
れ
た
叩

月
1
目
、
同
園
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
園
児
は
父
母
や
泣
く
か

ら
駆
け
つ
け
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
戸
援
を

受
け

「
町
を
こ
え
、
山
を
こ
え
」
「
紅
白
リ
レ

」
「
つ
な

ひ
き
」
な
ど
お
掛
目
に
元
気
い

っ
ぱ
い
。

ま
た
、

「
お
ー
い
わ
が
子
よ
」
「
さ
る
か
に
合
戦
」
な
ど

の
親
子
競
技
で
は
子
供
述
と
い

っ
し
ょ
に
父
母
も
大
ハ
ッ
ス

ル
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

第32岡
町民マラソン大会

第32固めl町民7 ラソン大会が"青天に恵まれた

オランダ公園サイクリングコースで

180名の参加者が健脚を競いました。

道
教
委
と
町
教
委
の
主
似
に
よ
る
H

す

こ
や
か
子
育
て
セ
ミ
ナ
仰
が
叩
月
8
目、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
閉
山
川
さ
れ
、
相
会
問
題

作
い
じ
め
。
に
つ
い
て
講

と
主

っ
て
い
る

一
川
、
グ
ル
ー
プ
デ
イ
ス
カ

ン
ン
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

「
と
も
に
学
び

・
と
も
に
生
き
る
心
を

は
ぐ
く
む
家
庭
づ
く
り
を
め
き
し
て
」
を

テ
1
7
に
、
抗
保
久
北
口
正
学
園
大
学
助

教
般
が
勿
い
じ
め
と
教
行
。
と
聞
出
し
て
議
柄
。

午
後
か
ら
参
加
者
が

3
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
デ
ィ
ス
カ

ン
シ
ョ
ペ

い
じ
め
問

題
解
決
の
た
め
の
家
庭
ザ
校
地
域
内

止
位
り
方
を
ぷ
剣
に
討
論
し
て
い
ま
し
た
。
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‘ (平成7年10月 1日スタート )

1 介践を必聖書とする家族を抱える男女労働者が

雇用を中断することなく 一定期間家族の介護の

: ために休む・ことのできる介殻休業市月度が法制化 .

. さオ1ました。

2 事業主は平成 7年問 1日から、できる限り :

・ 早 〈法に沿った介秘休業制度を設けるとともに ・

. 勤務時間|の知t附の措世を設ける努力が求めら :

‘ れます。 .

・ 平成11年 4月 1日から、介護休業制度可はー ‘

: 律に事業主の義務となります。

・3 子の養育や家族的介護を行う労働者等に対す ・

: る支附叫が実施されます。 .

・ 事業主に対して も給付金の支給その他の必要

な1ii助が笑施されますのでご活用くださし、。

， ;史問jし、合わせ先
労働省北海道婦人少年室

介護休業制度が法制化され

ました f

10月14日、

行われ、

宜rOIl-709-2715

-. ~ 

役
場
ロ
ビ

i
・
ピ
リ
カ
遺
跡
展
示

〕4
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コ
ー
ナ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

こ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、
昭
和

日
年
に
開
催
し
た
文
化
財
振
興
講

演
会
の
際
、
英
利
河

I
巡
跡
内
霊

要
性
を
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
設
世
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後、

ω

年
を
経
た
今
、

川
附
加
し
た
部
分

も

あ

り

ま

た

先
月
札
幌
市
で

附
か
れ
た
第
7

園
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
出
展
す
る
こ

と
も
あ
り
、
全

間
的
に
展
示
A
U

え
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

石
器
づ
く
リ

の
手
順
、
出
土

地
物
、
日
本
批

古
の
王
製
品
の

展
示
の
他
に
、

ピ
リ
カ
遺
跡
的
(e • 

将
来
的
主
盤
備
計
画
に
つ
い
て
も

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
に
お
立
ち
寄
り
の
際

に
は
是
非
一
覧
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

鈴木めくeみ

垣本実成

石塚知世

伊藤棚太

佐々木愛理

桃井郁弥

岡本奈緒

木村健人

美香

昌宏

文雄

行恋

女子

男子

女子

男子

川

市

出

金

丘

石

束

金

金

金

山

丘

金

山

V
M

A
U

合

加
峰
崎
門
川
川
市
川
片
山
門
片
山
内
榊
片
付

ー令官制

哉

佳

博

敬

遠

玲

和

(

保

す

藤

久

谷

で

伊

川

木

市

子

子

子

町山

男

女

別

次+6

6
r
 

l

s
 

績

1

成

学

ノl、母f:2.i手

小学 3年

女子

男子

女子

男子

Y可田

尾形

吉川

尾形

税を知る週間
11 月 11 日(土)~11 月 17 日(金)

『この柱会

あなたの税が

いきている』

小学4年

小学 5年

小学 6年

女子

一般(I印OM)男子

一般(3200M)男子

女子

中高年齢労働者等受講奨励金

制度ごあんない

あなたも税理士や造図施工管理技士になれるか

も知れない?

40歳以上で、会社主主:て制Uいている方挑戦してみ

ませんか。|資格取得や専門的知識の習得 |内ため

勉強される方に、入学料、受講料の合計額の 2分

の l的制(10万円を限度)を助成Lます。

こんな方が対象になります

・40歳以上の服用保険の被保険者

・自分でl入学料、受鱗料を負担した方 |

・労働大臣カ吋旨定している教育訓練を受講し、

7したt11

| 助成の対象となる諦座は | 

・労オ制大臣が指定した通信制又は通学市IJの鱗座で .

す

例えば、二んな講座があります

・社会保険労務士 ・中小企業診断士 ・衛生管

理者 ・税迎士 ・行政主主土 ・造園施工管理

技士 ・コンビューター ・簿記検定 ・ボイ

ラー技士等約600余りのコーえがあります。

提詳しくは函館職業能力開発促進センター
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表 1 国保被保険者の年度別推移

2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

世帯数(世) 2，468 2，464 2，465 2，472 2，534 
町 ーー晶晶圃圃圃 一一晶一一・・ー 一一一一晶晶 ー・・・・・・..ー..晶一一一一 ーーーーーーーー・..・司p・
人 口(人) 7，744 7，613 7，517 7，416 7，355 

世帯数(世) 1，281 1，262 1，240 1，236 1，261 
ー-_..-晶晶晶晶 ーー 一一一一一一 ー・..・ー 晶晶晶晶....・ 司・ ・..----_...一一一一晶・.'・・.-....

般 (人) 3，155 2，955 2，793 2，636 2，575 
国 被 'ーー 一一一一一一 ーーーー・ーーーーーーーー・a・ ー 圃圃圃圃圃圃-・・...._-_....恥.. ‘ 

退 職者等(人) 166 160 151 152 159 
保 ー・ーーー・ー・...守 一一守 ・ー-ー........一一一一 ..ー・ーーー・....一一

険
老 人(人) 656 691 692 711 750 

圃晶晶・.....・..φ 一一，"・ ーー・ー・・...晶 a

者
3，977 3，806 3，636 3，499 3，484 

世帯 1m入率(%) 51.90 51.22 50.30 50.00 49.76 
イ呆 数

被保険者加入率 (%) 51.36 49.99 48.37 47.18 47.37 

一世帯あたり世保険者(人) 3.10 3.02 2.93 2.83 2.76 

1 被保険者の状況(表 1) 

平成 6年rJt末における国保加入状況は表のとおりでありますが、国保被保険者は過疎化と共に相
会保険事業所の適用fil、大及び人口の流失などにより、被保険者は年々減少の一途をたどっていま

すが、i!!:相数は核家紋化により、一世術当たりの被保険者は少なくなり、単身世帯や老人夫婦1止

帯が柁i加しております。

表 2 人当たり医療費の年度別推移 ( ljJ位向)

一般分 退職分 老人分 全体分
全体的対前 全道分 全国分

年度イ'1'び率 (全体分) (全体分)
2年度 152，467 329，694 970，093 294，731 103日3 310，620 226，462 

3年度 178，592 311，654 937，311 321，935 109.23 338，629 244，462 

4年度 189，666 419，427 932，170 340，521 105.77 365，259 266，052 

5年度 198，393 298，031 859，190 336，996 98.96 384，335 279，824 

6年度 203，661 380，509 829，089 346，367 102.78 

2 医療費の状況(表 2) 

医療費は被保険者が減少したにもかかわらず間水準にあり、年齢階層が主主々高齢化傾向が~rtl< 
主り このため全体的に見ると医療貨は上昇しており医療費に見合う財政の碓保に努めながらも

国保事裁の安定連首のためには、より一層の経営努力が必要であり医療費の適正化対策的推進が

重要と考えられます。

国保に
加入するとき)・
やめるとき

E療費を大切に

)
 
7
 
〔

• 

• 

(. 

国民健康保険が願う

'1 " 
国民健康保険(国保)は、みなさんの健康を守る大切な制度です。

長い人生のな力、で、いつ、どこで大きな事故や病気に見舞われる

力、は予測できません。

そのようなときのために、日頃から収入に応じて、お金を出し

合い、みなさんで助け合うこと(相扶共済)を目的とした制度て'す。

療養の給付/医療費の 7制を国保が負担します。

療養費 の 支給/いったん全傾支払って、申請すると 7~UIJが払いもどきれます。

・保険証を持っていかなくて、治療を受けた医療貨の会'Miを支払ったとき 0

・ 医師が必裂と認めたコノレセ~ Iなどの治療装具代。

・医師が必裂と認めたあんま ・""7-;;サ ジ ・はり ・きゅうの施術料。

・医師が必要と認めた重病のための付き添い看護の費用。

(平成 7 年度末に付き添い看護の~'i用はかからなくなります。)

出産青児一時金の支給

被保険者が出産したとき、出産育児一時金として30万戸lが支給されます。

葬祭賞の支給/被保険者が亡くなられたとき、葬祭賀として 3万円が支給きれます。

高額療養費の支給/医療費が日制になり、一定限度を越えた場合、払いもどしがあります。

JI;I)氷れU川島11示'e)'~子E しにい ¥ l':;'df)V) 
: ~ 

(. 

医療費がþ;~え る と 、 医110果的Mi攻は苦しくなりま す。

そして地えた分を布Iiうために、国保税を値上げしなけ

れI;fならむくなります。

国保とみなさんの負但を少しでも戦くするために、

医療費は大切に使いましょう。

“一人ひとりの心がけから始めよう"

。病気の早期予防てザ健康づく りをすすめよう 0

0検診を上手に活用しよう。

o身近なかかりつけ医を持とう 。
o重複受診はやめよう。

。むやみに誌をほしがるのはやめよう 。

イ♀玄ロ品、点主由するシ 、

みなさんが病気やけがをしたとき、安心して治療が受け られるよう納めるのが国保校です。

そのためにも湘納していると、国保の財源が硲保できないばかりでなく、きちんと納めている方に

迷惑をかけないためにも、決められた日まできちんと納めることが大切です。

1
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「ほこほと大地」
をピ一アール

統一ブランド

首
都
圏
の
人
た
ち
に
北
海
道
の
物
産

・
観

光
を
P
R
す
る

「
何
北
海
道
7
ェ
ア

m
代
々

木
」
が

9
月
初
日

、
日
月

1
日
の
両
目
、

東
京

・
代
々
木
公
図
で
開
催
さ
れ
、
お
万
人

の
人
出
が
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

柏
山
北
部
農
業
振
興
協
議
会
内
メ
ン
バ
ー

日
名
が
参
加
し
、
収
殺
し
た
ば
か
り
の
炭
産

物
を
持
ち
込
み
「
ぼ
こ
ぼ
こ
大
地
」
の
統
一

ブ
ラ
ン
ド
を
首
都
圏
内
消
費
者
に
印
象
づ
け

'95北海道フェア In代々木に参加グ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、
お
そ
ろ
い
の
黄
色
い

T
ンャ

ソ
な
ど
を
活
て
P
R
に
努
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

訓
読
も
実
施
し
ま
し
た
。

持
ち
込
ん
だ
男
爵
イ
モ
玉
ネ
ギ
・大
根
・

ニ
ン
ジ
ン
な
ど
日
品
目
を
ほ
ぼ
完
売
。
食
紘

基
地
、
北
海
道
を
訟
く
売
り
込
ん
で
い
ま
し

た
。

み
)(ん
一(な

金
原
小

8
年

修

学

旅

行

将
己
ど

岸
本

い
な
l
」

け
て
そ
の
仮
面
が
い
た
ら

と
思

っ
て
氏
、
つ
の
を
や

「
こ
わ

め
ま
し
た
。

次
に
、

ま
し
た
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
堂
に
行
き

ぼ
く
た
ち
は
、

ぐ
ぬ
い
ぐ
る
み
の
と
こ
ろ
に
行
き

ま
っ
す

ま
し
た
。

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
高
い
も
の
し

で
も
、

ア
ス
で
す
。

安
い
物
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

貿
お
う
と
し
た
ら

も
う
時
間
だ
と
思

っ
て
や
め
ま
し

た
。
急
い
で
オ
ル
ゴ
ー
ル
堂
を
出

た
ら
お
分
の
ち
こ
く
と
言
わ
れ
て

「
ギ
'

、

そ
ん
な
に
ち
こ
く
し
た

伊

庭

野

修
こ
さ
ん

末
広
町

間

今
春
、
札
幌
市
内
専
門
学
校

ク
を
卒
業
し
て
今
金
消
防
磐
に
勤

マ葉若

の)

広

7
月
4
日
朝
5
時
に
起
き
た
。

す
が
す
が
し
い
朝
だ
っ
た
。
今
日

い
よ
い
よ
修
学
旅
行
。

学
校
に
集
ま
っ
て
、
6
時
ぬ
分

に
出
発
し
た
。
最
初
の
休
憩
場
所

は
、
弁
隆
岬
だ
っ
た
。
北
柑
山
の

生
徒
が
き
て
い
た
。

弁
慶
の
写
其
を
写
そ
う
と
し
て

い
た
ら
、
北
楠
山
町
生
徒
が
じ
ゃ

と
思
い
ま
し
た
。

ヲ山Z細
すフ川
町物哨

…
町
市
…

場• • 
の
l
」

ら
パ
ス
に
乗
り
小
神
水
族
館
に
行

そ
れ
か

き
ま
し
た
。
イ
ル
カ
の
ン
ョ
!
と

か
い
ろ
い

ろ
シ
ョ

ー
を
や

っ
て
ま

す
。
写
真
を
思
わ
ず
た
く
さ
ん
と

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ア
ザ
ラ
シ
、

争

、

ト
ド

赤
ち
ゃ
ん
に
え
さ
を
あ
げ
ま
し
た
。

ア
ザ
ラ
シ
の

一
つ
む
か
つ

い
た
こ
と
は
、
え

さ
を
や
ろ
う
と
し
た
そ
の
時
、
カ

モ
メ
が
僕
の
頭
に
ぶ
つ
か
っ
て
き

て
、
え
さ
を
と
っ
て
い
っ
て
し
ま

ピ?

っ
た
の
で
す
。
て
も
カ
モ
メ
も
え
さ
が

後
か
ら
考

え
て
み
る
と
、

務
し
て
い
ま
す
。

9
月
ま
で
の

6
カ
月
間
、

市
に
あ
る
北
海
道
消
防
学
校
で
消

防
の
基
礎
を
学
ん
で
き
た
伊
庭
野

ぷ
は
「
消
防
学
校
を
卒
業
し
て
、

ま
だ
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

と
教
え
て
も
ら
い
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。
」

と
力
強
く
抱
負

を
諮

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
庭
野
ぷ
は
土
現
に
努
め
る
辰

夫
ぷ
の
長
男
で
、
趣
味
は
音
楽
鑑

日
と
読
書
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

江

耳目

先
抑
制
に
色
々

一
日
も
早
く

ど竺農産晴元ま
で
写
せ
な
か
っ
た
け
ど
、
途
中

で
い
な
く
な

っ
た
か
ら
写
真
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
。

次
に
、
ガ
ラ
ス
館
に
い
き
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど

一
方
円
位
か
上
の

金
額
で
、
ほ
と
ん
ど
貿
え
な
い
金

制
で
し
た
。

で
も
、
安
い
物
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
怖
い
仮
面
で
す
。
7

0

0
円
で
し
た
。

J
H
お
う
か
な
」

と
思
い
ま
し
た
が
、
夜
に
目
を
開

ほ
し
か
っ
た
ん
だ
な
!
と
思
い
ま

そ
し
て
時
間
が
き
て
パ
ス

し
た
。

に
乗
り
ま
し
た
。

次
に
、

た
。
高
速
道
路
は
す
ご
く
短
か
っ

た
で
す
。
高
速
道
路
に
の
り
ま
し

高
速
道
路
を
お
り
て
1

時
間
く
ら
い
は
し
っ
て
札
幌
に
つ

き
ま
し
た
。

背
少
年
科
学
館
に
行
き
ま
し
た
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
ま
し
た
。

ロ
ン
ア
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
色
々
遊
び
ま
し
た
。
青

少
年
科
学
館
を
出
て
次
に

ω分
く

ら
い
パ
ス
で
走
っ
て
ホ
テ
ル
に
つ

き
ま
し
た
。
ホ
テ
ル

で
一
夜
を
た

の
し
く
す
ご
し
ま
し
た
。

次
的
日
は
、
開
拓
の
村
町
見
学

で
す
。
開
拓
の
村
は
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
は

色
々
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

に
乗
っ
て
何
時
間
か
走
る
と
、

原
小
学
校
に
活
き
ま
し
た
。

で
終
わ
り
。

「
み
ん
芯
の
広
場
」
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

〕B
 
〔

滋
ν
ルハポ干潟

v
m
e
=
ヌミ

L
PA
h心

個
人
事
業
税
は
、
道
内
に
事
務

所

(事
業
所
)
が
あ
り
、
事
業
を

行
っ
て
い
る
個
人
の
方
に
、
そ
の

所
得
を
基
礎
と
し
て
課
税
さ
れ
る

道
税
で
す
。

第

2
期
分
の
納
期
は
日
月
日
日

か
ら
日
月
初
日
ま
で
で
す
。
納
付

容
は

8
月
に
納
税
通
知
書
と
い
っ

f

k

予

し
ょ
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
確
か
め
の
?
之
、
銀
行
、
郵
便

局
な
ど
、
お
近
く
の
金
融
機
関
で

納
期
内
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
柏
山
支
庁
税
務
課
徴

収
係
ま
で

2
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

親
子
で
奴
事
遠
足

ル
ン
ル
ン
子
と
も
ク
ラ
フ

好
天
に
恵
ま
れ
た
叩
月
1
目、

今
金
学
童の

保
育
所
「
ル
ン
ル
ン
子
ど
も
ク
ラ
ブ
」

炊
事
遠
足
が
行
わ
れ
、

親
子
と
も
ど
も

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽
し
み
ま

ば

・
焼
き
れ
川
な
ど
を
思
い
思
い
に

作
り
、
秋
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し

た
昼
食
後
、
オ
ア
シ
ス
パ
ク
ゴ

ル
フ
場
で
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
を

親
子
で
楽
し
み
、
交
流
を
は

か
っ
て
い
ま
し
た
。

• (. 
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フョrメーと

除
雪
車
の
運
転
手

を
募
集
し
ま
す

-
申
込
先

ま
で

日
月

8
日

1
同何日

役
場
建
設
諜
維
持
係

年
金
相
談
&
健
康
相
談

の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
総
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
相
談
も
側
せ
て
笑
施

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

戸上》
且吉
一回

1 

と午
前
叩
時

1
午
後
3
時
ま
で

日
月
初
日
附

模診を受けて明るい健康づくり

月みんな11 き

2 

役
場
町
民
相
談
室

相
談
只
函
館
社
会
保
険
事

務
所
職
貝
、
役
場
保
健
婦

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

年
似
叫
曜
の
国
償
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

方
②
弔
慰
金
的
受
給
権
を
取
得
し
た

方
が
平
成
7
年
4
月
1
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
的
先
順

位
の
泣
族
的
方

な
お
、
前
求
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
役
場
初
祉
課
福
祉
係
ま
で

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」
の

開

設

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

戸
い
一一吉ロ

二
一履
用
期
間
ロ
月
日
日
か
ら
翌

年
3
月
初
日
ま
で

・
雇
用
人
貝
日
名

・
応
募
資
柏
町
内
在
住
者
。

・
選
考
方
法
佐
知
選
考
と
し
ま

す
の
で
、
日
間
際
告
と
免
尚
一札
の

写
し
を
添
、
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
申
込
期
間

固
ま
で

と
こ
ろ

3 

献
血
の
お
知
ら
せ

日
月
比
日
山
仰
は
献
血
の
日
で
す
。

採
胤
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

司

Jr】
岳ロ
ロ

1
、
役
場
前

9

∞1
u
m

2
、
シ
ヨ
ン
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
前

q

u

A

U

t

t

p

A
“T
n
υ
 

ミ
J

、
凡
之
力
幼
い

R

A
守

n
U
4》
《

b

n

u

:

』

古

事

1

3

1

3

〈
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

戦
没
者
等
の
遺
族
の

皆
さ
ま
ヘ
グ

ー
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

1

し、

て

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
巡
族
の
う
ち
、
平
成

7
年
4
月
1
日
に
お
い

て
公
務
扶

助
料
、
逃
族
年
金
等
の
受
給
協
を

有
す
る
遺
族
が
い
な
い
方
に
特
別

弔
慰
金
と
し
て
州
側
面
目
別
万
円
、
日

• • 
つ

函
館
地
方
法
務
局
と
函
館
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
人
権
擁

護
活
動
的
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
寸
人
権
心
配
ご
と
相
談
所
」
を

開
設
し
ま
す
。

組
当
者
は
、
人
椛
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
貝
が
あ
た
り
、
児
玄

・

生
徒
の
い
じ
め
、
体
制
、
家
庭
内

の
い
ざ
こ
ざ
、
州
地
伯
家
、
不
動

産
、
受
記
、
相
隣
附
係
等
、
身
近

な
法
律
問
組
や
人
柿
問
題
喝
、
悩

み
ご
と
・
心
配
ご
と
め
相
談
に
応

じ
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は

一
切
秘

~i 目 kサ 11> 者 実施日 日参 間 対縁地区 ヨ:施会場 備 当膨4 お知らせ

6日(月) 献血

① ー 般柑駁 全 住 民
13日(月)

10:叩-12:曲 全地区
老人訓告1.

保融指導 世様相証
14日(火)

20日(月) センター
{立場前

27日(月)
今金

9:0Q-ll:30 

② 股間n~脱臼世話 生桂 4ヶ月児 7日(火) 13・00-14: 00 • 保出所 !世間節X組録時 テーオーショッ

③ 乳児相絞
生桂

9 FII木)
受付時間 。

関f 民 間世指時世康相詰 ピングプラザ前

3、6、9ヶ月児 9: 30-10 叩 センター 身体刑制 13: 10-1，1: 10 

生後 受付時間
尿検査 身体計測医師量娯

tl協械
@ 1 ，誕6ヶJJ健骨 9日[木) 。 。 的科指埠 t早健指導

1 ，提7、8ヶ月児 13 :叩-13:15 
栄聾相話

14咽 30-16:30 

@ 11 鉛健 詰 妊耐の方 14日(火)
畳付時間 • 今金町 尿検査 位歯科指導保全II指導13 :曲ー13:30 回世嗣院 医師古祭 l'Ir科)

生後4. 受付時間l 町民
身体計四医師詰察

@ 乳児健 陸
7、10‘ 1H 月児

16日(木) 今 的科指埠栄聾指抑
13 :冊-13:15 センター

保健指導

午前 9曲、9:20

① 的科検昏
1 ，長~就学前の 21日(火) 午後 l曲、1:20 。 • 詳細については、図毘個別全幼児 22日(水) 夜間(21日のみ) 通知lいたLます。

午後 5:iO、5:30

⑤ 
.I!!r:医 Jt¥ IK 

全 住 l~ 30日(木)
受付時間 • 。 即時十

迫田 世 抑 14: 20-14: 50 

(町民福祉課1M:係 flJI.¥l係}

7. 10. 10 

社会福祉協議会だより

※光の里学圏、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

(酒田市〉 〈北桧山町〉

土 回 日間 男 丸 山 奨 A1埋

〈函館市) 青 沼 水 産

北海道街商協同組合 (今 金町)

た ん ぽぽの会 岡 本 政 明

日本たばこ産聾函館営業所 大 宜 17 雄

(七飯町〉 栗 山 幸 雄

青 下 次 男 奥 井 也。、 男

(奥尻町〉 坂 本 光 子

中 村 初 枝 111 村 ト 一、、

〈瀬棚町} 石 井 位 直

瀬棚挽協組合 石 井 苦 E 

末 藤 春 義

和 回 4挙 子

官
印
が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す

の
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

。
と

き平
成
7
年
ロ
月
日
日
附

午
前
日
時

1
午
後

3
時

町
民
セ
ン
タ
ー

。
と
こ
ろ
自
動
車
点
検
整
備

推
進
運
動
実
施
中

自
動
車
の
点
検

・
強
備
に
附
す

る
法
令
の
一
部
が
表
わ
り
、
今
年

の
7
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
者
に
よ
る
自
動
車
の
保
守

管
理
責
任
が
定
め
ら
れ
、
自
家
用

乗
用
車
で
は
、

「日
常
点
検
」
の

• • 

人
間
ド
ッ
ク
を

積
極
的
に
活
用
し
よ
う

〕O
 
1
 
〔

導
入
、
「

6
カ
月
点
検
の
廃
止
」

「
1
年
点
検
及
び

2
年
点
検
」
の

点
検
項
目
的
簡
素
化
な
ど
、
固
の

定
め
る
項
目
は
必
要
最
小
限
町
内

答
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
国
が
定
め
る
項

目
と
と
も
に
、
使
用
者
自
身
が
判

断
し
て
必
要
な
点
検
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
自
分
町
市
中
は
自
分
で
守
る
」

の
心
棚
刷
、
え
で
、
し

っ
か
り
責
任
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
日
常
の
点
検
も
、

こ
ま
め
に
行
っ
て
、
い
つ
も
ク
ル

?
の
他
康
に
気
を
配
っ
て
く
だ
さ

〈
北
海
道
運
輸
局
函
館
陸
連
支
局
〉

人
間
ド

ッ
ク
を
大
い

に
活
用
し

て
、
成
人
病
予
防
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
、
ゥ
。

品
川
対
象
者
満
鈎
歳
以
上
の
今
金

町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

ム
H

受
診
料

l
万
5
千
円
(
個
人

負
担
分
)

古
受
診
病
院
今
金
町
国
保
病
院

女
申
込
先
役
場
町
民
福
祉
課
国

保
係

(
8
2
0
1
1
1
)

エキノコックス症の
知識と予防 その②

②野①外 ぃ・ てだるまへ へ・ 防をどと

食よ た工 感染もけのせとエ は工 ，中をuお のは先月
べ〈生出 めキ ではん。感染す キ 感キ 話よう ど
る洗つ のめ にノ 仮卵 ノ 染ノ し のは

呆後 コ しにがそ コ しコ にしなよヲ
か実は ッな yjJ口れる ツ な ッ部ーま感 エ

熱や ク い虫かは こ ク いク 進をし染なキ
を山手 ス カ、カずら、とス グス た。*1:. ~ヌ』荷L / 
加 主主を に ら口入人はは は め 路 コ

えなよ か でかつが全人 人 すま今回 ななッ
てどく か すらた感くか ヵ、 グコグ〉ク

かは洗つ ら 入と染す あら ら はかかス

ら な っき り人 人 予 、症

〈町実施金町のス切大はきうょ。以うズが⑤犬け ⑤キ流④井てな ③沢

しで検診すで、 上 、ミ寄もなツれ戸かい水
民ては 早まの放食を 生 寺い牛込はら 。や

福祉い f主受をの JgJたこし しツ にま、飲飲小

すま検民 で発、と飼べすまネ 近な雨むむ川
割i け、見万にいる と づい水 合場内
保 診まエ 一気を この同 か桃ス且 水
他 時しキ 早!惑をし とでじ な 拝 はな
指 よノ JijJ染つなの 〈 いに水 ど

導係、'"
例うコ治しけいな犬 、すな

ヲ日r1L1 飲は
せ Y 療たま いが成 近るど
て今夕がとし よネ虫 ♂ゴ カず しま

〕-1
 
〔



や令や

{前月吋比)

7，363人 1) 

3，538人 (-1 ) 

3，825人 ( 2) 

2，575世上干ii( 2) 

9月末現在

ややや 住民の

人口

男

女

世帯数

8④5321 

2②0221 

2④5011 

2⑦3021 

2②0221 

2④5011 

11月の休日当番匡
(北柏山)

(今金)

(北柏山)

(瀬棚)

(今金)

(北柏山)

北柏山町国保病院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

梅崎医院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

3日

5日

12日

19日

23日

26日

大和町

-=1:1トマ
ンケ y

末広町

(保能者春光)

(保税者工E蒋)

(保略者信也)

、q
，
炉』てめおよー，与dm

'
jh

じ

い衣
η
来

み美

ん

え
桁

同
山
町

俗

世

たぉ図

日月21日&1 
平成7年度機動職業訓練
の開催について 9月22日r，)記聞

10月13日

。いつまでもお Lあわせに

%下山 宏ーさん (末広町 ) ~一瀬佳津英、(末広町 )

%古村教史さん(大和町)ニ堤 即1子三(佐賀県

佐藤
平成8年 1月10日から 3月初日ま

で

カ訓練期間

• 
画面おくやみもう Lあげます

柏田尤 ーさん 9月13日 53歳上極川

杉本喜代江な 9月25日 32歳大和町
高松トサ~!.. 10月 2日 84歳 12舟園
宮崎トヨノ九 10月4日 96歳 ;51舟闘
笠 原 JJ芽 二九 10月7日 52成八 l脈問T

111目減 彩代乃さん 10月 7日 94故 山舟凶
笠 間 進な 10月10日 54蔵総 町

佐々木作太郎さん 10月11日 811坂 本 町

永井やよいな 10月17日 76政 トマノケン

l1ilOf-Izo日受付分までJE雌

短期l特例一時金の給付資格のある

台年齢及び性別は聞いません

建築技術科

育訓練受講者の特典

もグコ

す受講資格

育訓練科目

-最大90日聞の失業保険の給付(12月21日に

以下指示が 1日受払t指示の受けられる者、

遅れるごとに日数減)

自

衛

隊

生
徒
募
集

防
術
庁
で
は
平
成

8
年

3
月
下

旬

採

用

の

陸

海

空

自

衛

宮

を

募
集
し
て
い
ま
す
。

謀
募
集
種
目
第
位
則
自
衛
隊
生
徒

摂
受
験
対
象

(
男
子
)

平
成

8
年

4
月
現
在
日
歳
以
上

げ
歳
未
満
で
中
学
卒
業
者

(
平
成

8
年

3
月
卒
業
見
込
み
の
者
含
む
)

※
受
付
期
間

-受講手当の支給 (訓練出席 1日に付き 590

円)

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

10名 (ただし、希望者が5名に遥

役場経済部商工観光課商工観光係

宜r2-0111 

しない場合は中止)

12月15固まで

員

台申込締切

女申込先

合定

制
②
O
A
l
A
l
A
l

番

• 

平
成

7
年
日
月
1
日
附

1
平
成

8
年

1
月
4
日
附

探
試
験
日
及
び
場
所

第

1
時
試
験

平
成

8
年
1
月

6
日

ω
八
雲
町

第

2
時

試

験

平

成

8
年
1
月

お
日

l
m
日

函

館

市

諜
詳
し
く
は
自
衛
隊
今
金
募
集
事

務
所
ま
で

8
2
1
0
2
5
8

援事前に電話にてご辿絡ください

川奮大切に守りましょう

後方、手IJ別川が4年ぶり に清流日本 に返りさ.いたことは、広

ジャ ガイモや報の 9月号でお知らせしたところですが、最近、

ダイコンが河)11敷地に捨てられたりするなど、不法投棄が目立

ちますので絶対にやめてください。川を大切にし、河川環境を

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

〕2
 
1
 
〔

守りましょう 。


